
      

 

秋田県共同募金会 社会課題解決プロジェクトへ参画して・・報 告 

    

今年度、中学生に係る教育現場、行政、相談機関、施設関係者等広く知って頂くことを目的に社会課題解決プ 

ロジェクト助成事業として、おとなワークショップを 4回実施しました。 

1回～3回は、西野緑氏を講師に開催しました。西野緑氏は、J-CAPTAトレーナーであり、CAP中学生暴力防止プ

ログラム開発や CAP 児童養護施設プログラムの開発に携わっている方です。また、大阪府スクールソーシャルワ

ーカーのスーパーバイザーとして、いじめ、不登校、虐待等に対する緊急支援、小中学校への巡回や研修などを

行っています。 

1 回目の「CAP 児童養護施設職員合同ワークショップ」では、児童養護施設職 

員に、CAP の概念を通して、「児童養護施設でできること」などについて、共に考 

えました。2 回目、3 回目は由利本荘市、と秋田市を会場にして、「CAP 中学生暴 

力防止教職員公開ワークショップ」を実施しました。「子どもが暴力の加害者にも、 

被害者にも、傍観者にもならないために」というテーマで、教育現場の方、行政 

関係者の方々と、CAP の理念を共有し、問題を抱える子どもの背景と課題につい 

て話し合いました。 

4 回目は能代おやこ劇場さんの御協力を得て、県北部の教育、行政関係者の方々に「CAP 中学生暴力防止プロ 

グラムおとなワークショップ」を実施し、CAP あきたのメンバーで届けました。 

 皆々様に御協力をいただきました多額の寄付金でこのような充実した研修会を開催することが出来ました。

今後は、中学生ワークショップにつなげていきたいと思っています。 

簡単ではありますが、紙面を借りて、ご報告させていただきます。ありがとうございました。 

              初めて子どもワークショップを実施しました。 

              矢島小学校（保護者７／６。子ども９／６） 

                    ＊保護者からの声 

             ＣＡＰ読本の気持とサインで子どもの心の内側を読み自分の子 

ワークショップ紹介      どもの今の状況と重なり、ためになった。 

 児童養護施設 「陽清学園」（７/２９～３１、地域セミナー８／５） 

       ＊子どもの声            

                                     いっぱい暴力がありました。むり 

27、２８年度ワークショップ実施報告                       やりされることがとてもこわいで 

27 年度 みどり保育園保護者・園児（由利本荘市）                 す。CAP の人からならったことを 

にかほ市子育てサークル、里親研修、秋田                実行したいです。 

赤十字乳児院職員研修、障がいのある子 

どものプログラム公開ワークショップ、感恩講児童保育院、聖園天使園、にかほ市放課後プラン研修会、勝平幼稚園職

員ワークショップ    ＊ＣＡＰ公開勉強会・柴田健秋大教授（心理学）をお招きして毎年行っています。 

28 年度 矢島小学校保護者、5 年、6 年、陽清学園、乳児院里親研修、感恩講児童保育院、聖園天使園、公開中学生教職員ワー

クショップ（秋田市、由利本荘市）、能代おやこ劇場、にかほ市わいわい土曜教室おとな・子どもワークショップ 

＊＊＊ＣＡＰあきたメンバーから一言＊＊＊ 私が CAP の好きなところ（細部温子） 

CAP の考え方で好きなところは色々ありますが、困ったことがあったら、自分にできることを考える（嫌だって言う

こと、その場から逃げること、相談することなど）というのは、普段仕事をしていても役に立っています。 

  編集後記 一雨毎に春の訪れを心待ちしているこの頃です。世界の安心を願うこの頃でもあります。 
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